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[1] f(x)を n次の多項式とする．f(x)を x = aにおいて Taylor展開した式を求めよ．

[2] [ロピタルの定理] (1) f(x), g(x) を，区間 (−1, 1) で定義された連続関数で，f(0) =
g(0) = 0であるとする．0 < |x| < 1で f(x), g(x) は微分可能で，x �= 0のとき，g′(x) �= 0

とする．もし， lim
x→0

f ′(x)
g′(x)

が存在すれば， lim
x→0

f(x)
g(x)

も存在して同じ値になることを示せ．

(2) f(x), g(x)を，x > 0の範囲で定義された連続関数で， lim
x→∞ f(x) = lim

x→∞ g(x) = 0で

あるとする．x > 0で f(x), g(x) は微分可能で g′(x) �= 0とする．もし， lim
x→∞

f ′(x)
g′(x)

が存在

すれば， lim
x→∞

f(x)
g(x)

も存在して同じ値になることを示せ．

ただし，関数 f(x)に対し， lim
x→∞ f(x) = α とは，

∀ε > 0 ∃N > 0, x > N ⇒ |f(x) − α| < ε

ということである．

[3] f(x) = (1 + x)1/4は，x = 0のまわりで Taylor展開できて，その無限級数が−1/2 <
x < 1/2の範囲で f(x)に収束することを示せ．


